
0

©SEIKO EPSON CORPORATION 2013. All rights reserved.

2012年度（2013年3月期）
第3四半期 決算説明会

2013年 1月31日



1

将来見通しに係わる記述についての注意事項

本説明資料における表示方法

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、公表時点で入手可能な情報に基づく将来

の予測であり、潜在的なリスクや不確定要素を含んだものです。

そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された見通しと大きく異なる結果となり得ることを

ご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる要素としては、日本および海外の経済情勢、市場に

おけるエプソンの新商品・新サービスの開発・提供とそれらに対する需要の動向、価格競争を含む他社

との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。

なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

数値： 表示単位未満を切り捨て

比率： 千円単位で計算後、表示単位の一桁下位を四捨五入
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1) 2012年度 第3四半期決算

2) 2012年度 業績予想2) 2012年度 業績予想
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売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

純利益純利益

換算換算
レートレート

USDUSD

EUREUR

1.9%

1.9%

-2.0%

-93

-93

-130

-44.1%

-43.6%

6,646

211

214

3

79.01円

110.64円

- -404 -6.1%

117

120

80.00円

102.17円

6,241

20122012年度年度

%%通算通算

3.2%

3.2%

0.1%

-

税引前利益税引前利益 -0.4% -11386 △261.3% -

-

増減

増減額 増減率

2011年度

通算 %

△126

決算ハイライト （9ヶ月累計）

2.04円 △70.50円EPSEPS

（億円）

9ヶ月累計

２０１２年度第３四半期までの９ヶ月累計

売上高は ６，２４１億円、

営業利益は １１７億円、

純損失は １２６億円。
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売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

四半期純利益四半期純利益

換算換算
レートレート

USDUSD

EUREUR

11.0%

11.1%

9.7%

+116

+109

+180

+81.0%

+71.8%

2,391

143

153

47

77.41円

104.33円

- -32 -1.3%

259

262

81.17円

105.25円

2,358

20122012年度年度

%%3Q3Q実績実績

6.0%

6.4%

2.0%

-

税引前利益税引前利益 11.4% +18485 2693.6% +216.3%

+378.7%

増減

増減額 増減率

2011年度

3Q実績 %

228

決算ハイライト （第3四半期決算）

25.21円 127.64円EPSEPS

（億円）

２０１２年度第３四半期の実績

売上高は、前年同期比 ３２億円減収の ２，３５８億円、

営業利益は １１６億円増益の ２５９億円、

四半期純利益は １８０億円増益の ２２８億円。

また、１０月３１日に発表した前回予想のベースとなる、

第３四半期の社内計画に対しては、

売上高は、デバイス精密機器セグメントを中心に未達となったものの、

営業利益は、情報関連機器セグメントを中心に採算性を改善した製品の投入、

オペレーション改善の取り組み効果などにより、

全社としては、ほぼ前回予想どおり。
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市場環境は、欧米市場に加え日本市場もマイナス成長

本体販売数量は予想未達、消耗品売上は予想どおり

オフィス向けモデルの数量比率、新興国向け大容量インクタンクモデルの拡大、

小型化モデル比率の拡大は、概ね計画線

本体コストダウン、価格維持施策の計画どおりの推進により、営業利益は予想並み

インクジェットプリンター事業

ビジネスシステム事業は、引き続き欧州の景気低迷や、中国の成長鈍化などの

影響があったものの、売上高・営業利益ともに予想並み

ビジネスシステム事業

プロジェクター販売数量は前年同期比プラス成長だったものの、米州における

テンダー案件や、アジアでの教育市場の需要減の影響により販売数量・売上高未達

価格維持、モデルミックス改善により営業利益は予想並み

ビジュアルプロダクツ事業

2012年度第３四半期 業績のポイント（前回予想比）

第３四半期における業績のポイント

インクジェットプリンター事業では、

消耗品の売上は計画どおりだったものの、本体の販売においては、

プリントボリュームが小さい低価格ホームインクジェットプリンターの数量の

絞込みを進めたことに加え、欧米市場が引き続きマイナス成長だったこと、

ならびに上期は好調に推移していた日本市場がマイナス成長となった影響を受け、

売上高は若干未達。

そうした中、市場がマイナス成長となったことにより 若干の影響は受けたものの、

戦略の核として従来から取り組んできている オフィス向けモデルの販売数量比率、なら

びに新興国を中心に展開している大容量インクタンクモデルの拡大、

また今下期から一層の拡大をはかっている小型化モデルの比率については、

戦略に基づいて着実に進捗させることができた。

営業利益面は、新製品投入の効果などに加え、本体コストダウンの進捗や

価格維持施策による収益性の改善を着実に進めたことにより、ほぼ社内計画並み。

ビジネスシステム事業は、

引き続き欧州の景気低迷や、中国の成長鈍化による影響を受けたものの、

売上高・営業利益ともにほぼ社内計画並み。

ビジュアルプロダクツ事業では、

プロジェクターの販売数量は前年同期比５％程度のプラス成長を確保したものの、

米州におけるテンダー案件や、アジアにおける教育市場の需要減の影響などから、

売上高は未達。

営業利益面では、価格維持施策の効果や、高付加価値製品が堅調だったことから、ほ

ぼ社内計画並み。
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2012年度第３四半期 業績のポイント（前回予想比）

マイクロデバイス事業

デジタル家電や、携帯電話、スマートフォンなどの完成品の需要低迷により、

売上高は予想未達だったものの、継続的な固定費削減の取り組みなどで

営業利益は予想並み

精密機器事業

ウオッチ事業は高価格帯や国内向け腕時計が堅調に推移

ＦＡ機器事業は、設備投資需要の回復の遅れから、ＩＣハンドラーを中心に未達

売上高は社内計画未達だったものの、営業利益は予想並み

■ SE15後期 中期経営計画

マクロ経済環境、市場環境、競争環境の変化を踏まえ、

戦略の有効性、目標値の合理性については引き続き、検証・見直し中

検証・見直しの結果については、3月中に公表

第３四半期における業績のポイント

マイクロデバイス事業は、

デジタル家電や、携帯電話、スマートフォンなどの完成品の需要が

低迷していることから、売上高は社内計画に対して未達だったものの、

固定費削減などの取り組み効果により営業利益は社内計画並み。

精密機器事業は、

ウォッチ事業は、高価格帯や国内向け腕時計が堅調に推移したものの、

ＦＡ機器事業において、設備投資需要の回復の遅れから、ＩＣハンドラーを中心に

販売数量が届かなかったことにより 売上高は未達となったが、

固定費の削減などにより、営業利益は社内計画並み。

以上により、繰り返しになるが、全社では第３四半期の社内計画に対して、

売上高は未達となったが、営業利益は、ほぼ前回予想どおり。

なお、第2四半期の決算説明会において説明のとおり、

２０１２年度を第１年次とするＳＥ１５後期 中期経営計画については、

マクロ経済、市場環境、競争環境の変化を踏まえ、戦略の有効性と

目標値の合理性について、引き続き検証と見直しを進めている。

その結果については、３月中にあらためて公表。
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0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q 2012/2Q 2012/3Q

（億円）
2,3582,3582,1332,133

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

消去

前年同期比 -4

前年同期比 -67

前年同期比 +30

2,3912,391 1,8631,863 2,0192,019

四半期売上高推移 事業セグメント別

前年同期比 -32

連結合計

全社費用

事業セグメント別の四半期 売上高推移

情報関連機器セグメント は、前年同期比 ３０億円の 増収となったものの、

デバイス精密機器セグメント が、前年同期比 ６７億円の 減収 となったことにより、

全社で ３２億円の 減収。

なお、当四半期の売上高の為替影響は、

情報関連機器セグメントを中心に、６２億円のプラス影響。
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1,595 1,605

315 335

38 38

-2-3
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0
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1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2011/3Q 2012/3Q

（億円） 1,9461,946 1,9771,977

プリンター

ビジュアルプロダクツ

セグメント内消去

前年同期比 -0

前年同期比 +20

前年同期比 +9

• PRJ: ホーム向け欧米で数量

減、ビジネス向けは欧州を除
く地域で数量増

売上高比率
’11/3Q ’12/3Q

IJP 73% 74%
PP 10% 8%
BS 15% 16%
SCN他 2% 2%

売上高比率
’ 11/3Q ’12/3Q

PRJ 86% 90%
他 14%       10%

• IJP:本体数量減、消耗品数量

増、円安の影響もあり増収

• PP:本体、消耗品 数量減

• BS:SIDMはアフリカ向けなどで

は数量減となるも中国向け数
量増により増収、POS関連製

品は米州、日本向け数量増な
どにより増収

※ IJP : Inkjet printer
PP : Page printer
BS : Business systems
POS : Point of sales
SCN : Scanner
PRJ : Projector 

四半期売上高比較 情報関連機器セグメント

PC、その他

情報関連機器セグメントの第３四半期売上高

プリンター事業は、９億円の増収。

インクジェットプリンターは、本体は数量減により減収となったものの、

低価格品の絞込みや価格維持などによりＡＳＰが大幅に改善するとともに、

消耗品の数量増、ならびに円安の為替影響により増収。

本体の地域別状況については、欧米ならびに日本市場が前年割れとなる中、

当社も全地域において数量減。

ページプリンターは、日本や欧州における案件減少の影響により

本体ならびに消耗品が数量減となり、減収。

ビジネスシステムは、為替の影響に加え、

ＳＩＤＭは、アフリカや中東、東欧での数量減があったものの、

中国向け徴税需要がボトムだった前年に比べ数量増となったことにより増収、

また、ＰＯＳ関連製品が、米州における中小小売店舗向け ならびに

日本向けクーポンプリンターが数量増となったことなどにより、増収。

ビジュアルプロダクツは、

プロジェクターの市場環境において、日本や北米での需要低迷のほか、

中国、インド市場などにおける拡大の鈍化が見られた。

そうした中、当社は欧米においてホームプロジェクターの数量が減少したものの、

欧州を除く全地域においてビジネス向けの数量を伸ばしたこと、

ならびにモデルミックスの改善に努めたことにより、

前年同期比 ２０億円の増収。
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273
225

186

162

-13 -9

-200

0

200

400
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2011/3Q 2012/3Q

（億円） 446446 378378

セグメント内消去/他

デバイス

精密機器

前年同期比 -23

前年同期比 -48

売上高比率
’11/3Q ’12/3Q

水晶 60% 68%
半導体 40% 32%

• 水晶 ：ASP低下、数量減少

• 半導体：シリコンファンドリー
数量増、コントローラ、ドライ
バの数量減で減収

四半期売上高比較 デバイス精密機器セグメント

• ウオッチ事業：堅調に推移

• FA機器：ICハンドラー中心に減

収

デバイス精密機器セグメントの前年同期比較。

デバイスは、

水晶が、ＡＳＰの低下 ならびに景気低迷による需要の減少により、

また半導体が、シリコンファンドリーが増となったものの、

コントローラやドライバの数量減により、減収。

精密機器は、

高価格帯や国内向け腕時計が好調だったウォッチ事業を中心に

堅調に推移したものの、FA機器事業において、投資抑制の影響による

ＩＣハンドラーの数量減などにより、減収。
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24.7%

22.5%

0
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2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q 2012/2Q 2012/3Q

529529

（売上高比）

616616 555555 516516
（億円）

人件費

販売促進費

広告宣伝費

その他

前年同期比 -74

前年同期比 -7

前年同期比 -11

前年同期比 +5

498498

四半期販売費及び一般管理費推移

販売費及び一般管理費の四半期推移

各費用において効率的な執行に努めたことにより、

東日本大震災と タイ洪水影響に起因する物流費の増加などがあった

前年同期に比べ、下回る金額となった。
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19

155

232

351

-59

93

-11

36
13 18

-2-2-4-3-4

-200

-100

0

100

200
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400

2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q 2012/2Q 2012/3Q

259259143143 3535 △161△161（億円）
1919

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

前年同期比 +2

前年同期比 +4

前年同期比 +118

四半期営業利益推移 事業セグメント別

全社費用-99 -116 -108 -108-106

事業セグメント別の四半期営業利益推移

当四半期の為替影響は、約５億円のプラス影響。

情報関連機器は、前年同期比 １１８億円増益の ３５１億円。

インクジェットプリンターは、消耗品の増収に加え、

本体の価格維持や小型化モデル投入によるモデルミックスの改善、

ならびにコストダウンの推進などにより、増益。

ページプリンターは、固定費削減により増益。

ビジネスシステム、ならびにビジュアルプロダクツは、ほぼ前年並み。

デバイス精密機器は、精密機器が減収により減益となったものの、

デバイス事業におけるコストダウンや要員転換の進捗にともなう

固定費削減効果などにより、４億円増益の １８億円。
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0

2011/3Q

営業利益

価格
変動

販管費
減少

（億円）

コスト
変動

数量
変動

為替
影響

2012/3Q

営業利益
116億円増益

143 +5
+26

-13

259

+1

+97

営業利益増減要因分析

営業利益の前年同期比の要因分解

２０１１年度 第３四半期の営業利益 １４３億円 に対し、

販管費が減少したことや、価格変動などの増益要因により、

四半期営業利益は ２５９億円。
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7,252 7,4077,9828,700 7,552
0

5,000

10,000

15,000

2010/3末 2011/3末 2011/12末 2012/3末 2012/12末

1,511 1,519 1,555 1,622 1,790

0

1,000

2,000

2010/3末 2011/3末 2011/12末 2012/3末 2012/12末

（億円）

（億円）

総資産

たな卸資産

貸借対照表主要項目推移

貸借対照表の主要科目

総資産は、

手元資金の減少があった一方

たな卸資産や 受取手形及び売掛金、

ならびに 有形固定資産などの増加により、

前期末に比べ １４４億円増加。
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3,116 2,721 2,417 2,398 2,793

32.4%33.3%34.1% 37.0%35.8%

0

2,000

4,000

6,000

2010/3末 2011/3末 2011/12末 2012/3末 2012/12末

2,812 2,692 2,303 2,464 2,355

31.2%33.3%31.8%33.7%32.3%

0

2,000

4,000

2010/3末 2011/3末 2011/12末 2012/3末 2012/12末

（億円）

（億円）

有利子負債・有利子負債依存度

自己資本・自己資本比率

貸借対照表主要項目推移

*有利子負債：ﾘｰｽ負債を含む
*自己資本：純資産合計-少数株主持分

貸借対照表の主要科目

有利子負債は、

短期ならびに長期借入金の増加により、

前期末に比べて３９４億円増加し、

総資産の有利子負債依存度は ３７．０％。

ネット有利子負債は、１，４３９億円。

自己資本は、

第３四半期までの業績などにより、

前期末に比べ １０８億円減少し、その結果、

自己資本比率は ３１．２％。
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1) 2012年度 第3四半期決算

2) 2012年度 業績予想
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20122012年度年度

売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

8,779

246

270

50

%%

2.8%

3.1%

0.6%

-

税引前利益税引前利益 156 1.8%

増減額 / 増減率2011年度

実績 %（億円）

EPSEPS 26.22
円

2.1%

1.9%

-
-

- -
-

180

160

8,500

-0.5%△40 -
-

-
-

△83.85
円

8,500

180

160

△150

2.1%

1.9%

-1.8%

-

△40 -0.5%

△83.85
円

-66
-26.9%

-110
-40.8%

-279
-3.2%

-196
-

-200
-

前期
実績比

前回
予想比

換算換算
レートレート

79.08
円

108.98
円

79.00
円

102.00
円

77.00
円

100.00
円

△150 -1.8%

USDUSD

EUREUR

10/31予想 % 今回予想今回予想

-
-

2012年度業績予想

今回予想

2012年度４Ｑの予想前提レート

USD： 75.00円
EUR： 100.00円

前回予想 下期以降の予想前提レート
USD： 75.00円、EUR： 100.00円

２０１２年度の業績予想

通期業績予想は、

売上高、ならびに各段階利益については、前回予想から変更なし。

売上高は、 ８，５００億円、

営業利益は、 １８０億円、

当期純利益は、１５０億円の損失に、据え置き。

なお、今回の第４四半期の為替前提を

前回予想と同じ、ＵＳＤを７５円、ユーロを１００円とした。

足元において為替は円安方向へと推移しているが、

一方で、第4四半期は、

インクジェットプリンター、ビジネスシステム、プロジェクターなどの完成品事業、

ならびに、水晶・半導体、FAなどのデバイス精密機器事業において、

景気回復の遅れによる一段の市場減速が予想され、

従来の想定以上に厳しい事業環境となる見通し。

こうした環境下においても、経営としての強い意思のもと策定し、

公表した１０月３１日の通期営業利益１８０億円の業績予想については、

為替の追い風を期待することなく、あくまでも

前回予想レート前提での達成に 後までこだわり、取り組んでいく。



17

1,748 1,650 1,650

-60 -60

6,918 6,8006,800

1010
173
34

100 100

-93

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

8,7798,779

前年同期比 -118
前回予想比 -

前年同期比 -98
前回予想比 -

前年同期比 -163
前回予想比 -

8,5008,500

実績 前回予想

セグメント間消去

8,5008,500

今回予想

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

通期通期 売上高売上高

2012度業績予想（売上高） 事業セグメント別

3,067
3,732 3,732

844

805 805

4

-15 -15

5

4
9090

9

-44

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1H 2H 2H

（億円）（億円）

3,8823,882 4,6174,617

実績 前回予想

4,6174,617

今回予想

半期半期 売上高売上高

全社費用

２０１２年度の事業セグメント別売上高の予想、上期／下期別の内訳

事業セグメント別の売上高、

ならびに 各事業別内訳の予想に変更なし。
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5,554 5,310 5,310

1,208 1,310 1,310

190

-10

175 190

-10-19

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

6,9186,918

前年同期比 -244
前回予想比 -

前年同期比 +101
前回予想比 -

前年同期比 +14
前回予想比 -

6,8006,800

実績 前回予想

セグメント内消去

6,8006,800

今回予想

通期通期 売上高売上高

プリンター

ビジュアルプロダクツ

PC、その他

事業別売上高予想 情報関連機器セグメント

623

686 686

110

-7

2,367

2,9422,942

79

110

-7-2

-500

500

1,500

2,500

3,500

4,500

1H 2H 2H

（億円）（億円）

3,0673,067 3,7323,732

実績 前回予想

3,7323,732

今回予想

半期半期 売上高売上高

情報関連機器セグメントの事業部門別売上高予想の内訳

ビジュアルプロダクツは、

欧米に続き、中国の景気減速影響による

プロジェクター市場の成長鈍化が第４四半期も継続することが見込まれる。

第３四半期実績、ならびに直近の市場環境を踏まえ、

年間販売数量の前提の見直しを行うが、

引き続き、価格維持施策 ならびに高輝度や短焦点など当社が競争力をもつ

戦略製品を中心に拡販に努め、モデルミックスの改善やテンダー案件の

取り込みを進めていく。
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-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

5,5545,554 5,3105,310

実績 前回予想

5,3105,310

今回予想

通期通期 売上高売上高

69%

10%

18%

68%

11%

19%
3%

2%

69%

10%

18%

3%

事業別売上高予想 プリンター事業

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1H 2H 2H

（億円）（億円）

2,3672,367 2,9422,942

実績 前回予想

2,9422,942

今回予想

半期半期 売上高売上高

70%

10%

17%

68%

10%

19%

3%

3%

70%

10%

17%
3%

インクジェットプリンター

ページプリンター

ビジネスシステム

スキャナその他

プリンター事業の製品別売上高予想

インクジェットプリンターは、

本体、消耗品ともに前回予想から変更なし。

第３四半期の販売実績を受け、年間の本体販売数量を若干見直すが、

引き続き、過度に数量を追うことはせず、価格の維持、モデルミックスの改善、

ＭＩＦ構成の改善に取り組んでいく。

ビジネスシステムは、

本格的な需要回復がなく、厳しい事業環境が継続するが、

着実に個々の案件を取り込んでいく。

一方で、中国におけるＳＩＤＭの案件需要や、

北米におけるＰＯＳ関連製品の大型案件の一部に回復の兆しがあることから、

第４四半期は更なるビジネスチャンスの取り込みを図っていく。
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1,116
960 960

688
740 740

-50 -50-57

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

1,7481,748

前年同期比 -156
前回予想比 -

前年同期比 +51
前回予想比 -

1,6501,650

実績 前回予想

セグメント内消去/他

1,6501,650

今回予想

通期通期 売上高売上高

デバイス

精密機器

事業別売上高予想 デバイス精密機器セグメント

498 461 461

368
371 371

-27 -27-22

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1H 2H 2H

（億円）（億円）

844844 805805

実績 前回予想

805805

今回予想

半期半期 売上高売上高

デバイス精密機器セグメントの事業部門別売上高予想の内訳

シーズナリティに加え、市況の回復が遅れていることから、

第４四半期は厳しい市場環境が継続するものの、

販売機会を確実に取り込むことで、計画の達成に取り組んでいく。
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-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

1,1161,116 960960

実績 前回予想

960960

今回予想

通期通期 売上高売上高

水晶デバイス

半導体

事業別売上高予想 デバイス事業

-100

0

100

200

300

400

500

600

700

1H 2H 2H

（億円）（億円）

498498 461461

実績 前回予想

461461

今回予想

半期半期 売上高売上高

64%

36%

62%

38%

64%

36%

66%

34%

63%

37%

66%

34%

デバイス事業の製品別売上高予想

水晶デバイス、半導体ともに、変更なし。
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648

510 510

46

9090

-10-15 -10

3

0 0

-200

0

200

400

600

800

1000

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

246246

前年同期比 -138
前回予想比 -

前年同期比 +43
前回予想比 -

前年同期比 +5
前回予想比 -

180180

実績 前回予想

180180

今回予想

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

通期通期 営業利益営業利益

全社費用-410-436 -410

2012年度業績予想（営業利益） 事業セグメント別

34

475 475

55

34 34

-2-7 -2 -1-1

1

-200

0

200

400

600

1H 2H 2H

（億円）（億円）

△141△141 321321 321321

半期半期 営業利益営業利益

-184 -184

実績 今回予想 今回予想

-225

営業利益の事業セグメント別予想、上期／下期別の内訳

前回予想から変更なし。

情報関連機器は、

インクジェットプリンターを中心に、コストダウン効果を確実に取り込むことに加え、

販売状況の変化に応じた製造と在庫の適切なコントロール、

および費用の効率的な執行を行っていく。

デバイス精密機器は、

変動費改善や、固定費削減などの効果を取り込み

目標利益を達成する。
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556

259 318 389
500

784

473 411 376 410

0

1,000

FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012

設備投資

減価償却費

実績 予想

設備投資・減価償却費予想

（億円）

減価償却費設備投資減価償却費設備投資

50304625その他・調整額

909010168デバイス精密機器

270380227295情報関連機器

FY2012予想FY2011実績＜セグメント別内訳＞

設備投資と減価償却費

設備投資は、案件の厳選により前回予想から、５００億円に見直し。

減価償却費は、前回予想の４１０億円から変更なし。
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442

565

323
266 280

-610

-432

-236
-315

-430

-48
-150

87

-167

133

-1,000

0

1,000

FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012

投資キャッシュフロー
営業キャッシュフロー
フリーキャッシュフロー

（億円）

実績 予想

フリーキャッシュフロー予想

キャッシュフロー

第３四半期業績と設備投資計画の見直しを受け

投資キャッシュフローならびに営業キャッシュフローをそれぞれ見直し。

フリーキャッシュフローについては前回から変更なし。
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（%）

2.1
0.5 1.6

3.7 3.5
1.8

3.4

2.8
2.1

-0.1

-29.7

2.0

-6.5
-6.8

3.7

-35.0

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012

ROA：経常利益/総資産（平残）
ROS：営業利益/売上高
ROE：当期純利益/自己資本（平残）

実績 予想

主な経営指標の推移

主な経営指標

ＲＯＳは ２．１ ％、 （営業利益率）

ＲＯＡは ２．１ ％

ＲＯＥは マイナス ６．５ ％
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